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道
あ
る
御
代
の
花
見
月
。
〳
〵
。
都
の
山
ぞ
長
閑
け
き
。

そ
も
〳
〵
是
は
当
今
に
仕
へ
奉
る
臣
下
な
り
。
さ
て
も
江

州
志
賀
の
山
桜
。
今
を
盛
な
る
由
承
り
及
び
候
ふ
程
に
。

唯
今
志
賀
の
山
路
へ
と
急
ぎ
候
。

春
の
色
。
棚
引
く
雲
の
朝
ぼ
ら
け
。
〳
〵
。
長
閑
け
き
風

の
音
羽
山
。
今
朝
越
え
来
れ
ば
是
ぞ
此
。
名
に
お
ふ
志
賀

の
山
越
や
。
湖
遠
き
詠
め
か
な
。
〳
〵
。

急
ぎ
候
ふ
程
に
。
江
州
志
賀
の
山
に
着
き
て
候
。
暫
く
此

「「「「「「「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行詞

シ
テ
、ツ
レ
一
声

ツ
レ

二
人

シ
テ
サ
シ

二
人

所
に
候
ひ
て
花
を
詠
め
う
ず
る
に
て
候
。

さ
ゝ
波
や
。
志
賀
の
都
の
名
を
留
め
て
。
昔
な
が
ら
の
山

桜
。

春
に
馴
れ
て
や
心
な
き
。

身
に
も
情
の
残
る
ら
ん
。

山
路
に
日
暮
れ
ぬ
樵
歌
牧
笛
の
声
。

人
間
万
事
様
々
の
。
世
を
渡
り
行
く
身
の
有
様
。
物
毎
に

遮
る
眼
の
前
。
光
の
陰
を
や
送
る
ら
ん
。
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余
に
山
を
遠
く
来
て
。
雲
又
跡
を
立
ち
隔
て
。

入
り
つ
る
方
も
白
波
の
。
〳
〵
。
谷
の
川
音
雨
と
の
み
。

聞
え
て
松
の
風
も
な
し
。
実
に
や
誤
つ
て
。
半
日
の
客
た

り
し
も
。
今
身
の
上
に
知
ら
れ
た
り
。
〳
〵
。

不
思
議
や
な
是
な
る
山
賤
を
見
れ
ば
。
重
か
る
べ
き
薪
に

猶
花
の
枝
を
折
り
添
へ
。
休
む
所
も
花
の
陰
な
り
。
是
は

心
有
り
て
休
む
か
。
唯
薪
の
重
さ
に
休
み
候
ふ
か
。

仰
せ
畏
つ
て
承
り
候
ひ
ぬ
。
先
薪
に
花
を
折
る
事
は
。
道

「「「「「「「
下
歌

上
歌

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ツ
レ

シ
テ

二
人

の
べ
の
便
の
桜
折
り
添
へ
て
。
薪
や
重
き
春
の
山
人
と
。

歌
人
も
御
不
審
有
り
し
上
。
今
更
何
と
か
答
へ
申
さ
ん
。

又
奥
深
き
山
路
な
れ
ば
。
松
も
檜
原
も
多
け
れ
ど
も
。

取
り
分
き
花
の
陰
に
休
む
を
。

唯
薪
の
重
さ
に
休
む
か
と
の
。
仰
せ
は
面
目
な
き
よ
な
ふ
。

さ
り
な
が
ら
彼
黒
主
が
歌
の
如
く
。
其
様
賤
し
き
山
賤

の
。
薪
を
負
ひ
て
花
の
陰
に
。
休
む
姿
は
実
に
も
又
。
其

身
に
応
ぜ
ぬ
振
舞
な
り
。
許
し
給
へ
や
上
﨟
達
。
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こ
は
如
何
に
優
る
を
も
羨
ま
ざ
れ
。
劣
る
を
も
賤
し
む
な

と
の
。
古
人
の
掟
は
誠
な
り
け
り
優
し
く
も
。
古
歌
の
喩

へ
の
心
を
以
て
。
今
の
返
答
申
し
た
り
。

い
や
〳
〵
古
歌
の
喩
へ
と
や
ら
ん
も
。
更
々
知
ら
ぬ
身
な

れ
ど
も
。
賤
し
き
身
に
も
思
ひ
よ
り
て
。

彼
大
友
の
黒
主
が
。
心
を
寄
す
る
老
の
波
。

和
歌
の
浦
わ
の
藻
塩
草
。

か
く
喩
へ
置
く
世
語
の
。

「「「「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ地

そ
れ
は
黒
主
。

是
は
誠
に
。

さ
ま
も
賤
し
き
。

山
賤
の
。

身
に
は
応
ぜ
ぬ
事
な
れ
ど
。
許
さ
せ
給
へ
都
人
。
と
て
も

の
思
出
に
。
花
の
陰
に
休
ま
ん
。
実
に
や
今
ま
で
も
。
筆

を
残
し
て
貫
之
が
。
言
葉
の
玉
の
お
の
づ
か
ら
。
古
へ
今

の
道
と
か
や
。
〳
〵
。
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夫
れ
賢
か
つ
し
時
代
を
尋
ぬ
る
に
。
延
喜
の
聖
代
の
古
へ
。

国
を
恵
み
民
を
撫
で
ゝ
。
万
機
の
政
を
治
め
給
ふ
。

然
れ
ば
其
御
時
に
至
つ
て
。
和
歌
の
道
盛
ん
に
し
て
。
古

へ
今
の
詠
歌
を
撰
び
。

二
聖
六
歌
仙
を
始
め
と
し
て
。
其
外
の
人
々
は
。
野
辺
の

葛
の
は
ひ
ゝ
ろ
ご
り
。
林
に
茂
き
木
の
葉
の
露
の
。
色
に

染
み
行
く
歌
人
の
。
心
は
花
に
な
る
と
か
や
。

実
に
埋
木
の
人
知
れ
ぬ
。

「「「「「「

地
ク
リ

シ
テ
サ
シ地

シ
テ地

ク
セ

こ
と
わ
ざ
ま
で
の
情
と
か
や
。

そ
も
〳
〵
難
波
津
浅
香
山
の
。
影
見
え
し
山
の
井
の
。
浅

く
は
誰
か
思
草
の
。
露
行
き
霜
来
る
色
な
れ
や
。
浜
の

真
砂
よ
り
。
数
多
き
言
の
葉
の
。
心
の
花
の
色
香
ま
で

も
。
妙
な
り
や
敷
島
の
。
道
有
る
御
代
の
翫
び
。
然
れ
ば

三
十
一
文
字
の
。
神
も
守
護
し
給
ひ
て
。
無
見
頂
相
の
如

来
も
。
感
応
垂
れ
給
へ
ば
。
君
も
安
全
に
。
万
民
時
を

楽
し
み
て
。
都
鄙
円
満
の
雲
の
下
。
四
海
八
洲
の
外
ま
で
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も
。
波
の
声
万
歳
の
。
響
き
は
長
閑
け
か
り
け
り
。

今
天
皇
の
御
代
久
に
。

万
の
政
の
。
道
直
ぐ
に
渡
る
日
の
。
東
南
に
雲
を
さ
ま
り
。

西
北
に
風
静
か
に
て
。
言
葉
の
林
栄
ゆ
く
や
。
花
も
常
磐

の
山
松
の
。
巷
に
う
た
ふ
声
ま
で
も
。
是
れ
和
歌
の
詠
に

漏
る
べ
し
や
。
天
地
を
動
か
し
。
鬼
神
も
感
を
な
す
と
か

や
。

実
に
や
異
な
る
山
賤
の
。
〳
〵
。
家
路
い
づ
く
の
末
な
ら

「「「「「「「「
シ
テ地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ

ん
。
ゆ
か
し
き
心
な
る
べ
し
。

今
は
何
を
か
包
む
べ
き
。
其
い
に
し
へ
は
大
友
の
。
黒
主

と
い
は
れ
し
が
。
時
代
と
て
此
山
の
。
神
と
も
人
や
見
る

ら
ん
。

そ
も
此
山
の
神
ぞ
と
は
。
不
思
議
や
さ
て
は
大
友
の
。

そ
れ
は
黒
主
が
家
の
名
の
。

大
友
か
。

我
は
た
ゞ
。
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薪
負
ふ
友
も
な
く
て
。
独
り
山
路
の
花
の
陰
に
。
長
休
み

し
つ
る
恥
か
し
や
と
。
夕
べ
の
雲
に
立
ち
隠
れ
て
。
志
賀

の
宮
路
に
帰
り
け
り
。
〳
〵
。
（
中
入
）

い
ざ
今
日
は
。
春
の
山
辺
に
ま
じ
り
な
ん
。
〳
〵
。
暮
れ

な
ば
な
げ
の
花
の
陰
。
月
に
詠
じ
て
天
の
原
。
時
の
調
子

に
移
り
来
る
。
舞
歌
の
声
こ
そ
新
な
れ
。
〳
〵
。

雪
な
ら
ば
幾
度
袖
を
払
は
ま
し
。
花
の
雪
吹
の
志
賀
の
山
。

越
え
て
も
同
じ
花
園
の
。
里
も
春
め
く
近
江
の
海
の
。
志

「「「「「「「「
地

ワ
キ
歌

後
ジ
テ地

シ
テ地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ

賀
辛
崎
の
松
風
ま
で
も
。
千
声
の
春
の
長
閑
け
さ
よ
。
海

越
に
。
見
え
て
ぞ
向
ふ
鏡
山
。

年
経
ぬ
る
身
は
老
が
身
の
。

そ
れ
は
老
が
身
こ
れ
は
志
賀
の
。

神
の
白
木
綿
か
け
ま
く
も
。
忝
し
や
神
楽
の
舞
。
（
神
舞
）

不
思
議
な
り
つ
る
山
人
の
。
〳
〵
。
薪
の
斧
の
永
き
日
も
。

残
る
和
光
の
あ
ら
た
さ
よ
。

実
に
惜
し
む
べ
し
君
が
代
の
。
長
閑
け
き
色
や
春
の
花
の
。
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塵
に
交
は
る
雪
な
ら
ば
。
踏
む
跡
ま
で
も
心
せ
よ
。

実
に
心
し
て
春
の
風
。
声
も
添
ふ
な
り
御
神
楽
の
。

小
忌
の
衣
の
色
は
え
て
。

花
は
梢
の
白
和
幣
。

松
は
立
枝
の
。

青
和
幣
。
か
く
る
や
か
へ
る
や
梓
弓
。
春
の
山
辺
を
越
え

来
れ
ば
。
道
も
去
り
あ
へ
ず
散
る
花
の
。
雲
の
羽
袖
を
返

し
つ
ゝ
。
紅
の
御
袴
の
そ
ば
を
取
り
。
拍
子
を
揃
へ
て
神

「「「「「
地

シ
テ地

シ
テ地

か
ぐ
ら
。
実
に
面
白
き
奏
か
な
。
〳
〵
。
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